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治療用医療機器の国際競争力強化に向けた重点ポイント

Ⅰ　「先回り」できる分野へのリソース・技術の結集

　①重点分野の設定による産・学の取り組み強化と国の支援の重点配分

　②重点分野への企業の研究開発投資誘導のためのインセンティブ

　③異業種参入の喚起・学際的知見の活用

　④基盤技術のデータベース化と共有

　⑤企業間連携の推進と知的財産有効活用

　⑥「先回り」をねらう分野

　　　　・「高齢者低侵襲治療」　・「再生医療」　・「診断」と「治療」のドッキング

Ⅱ　研究開発から事業化までのスピードアップ

　①医工連携・産学連携の場作りによる臨床研究の活性化

　　・医療現場への入り込み　・『モデル病院』　・臨床工学人材の育成と配置　

　②開発段階から保険収載までのスピード化

　 ・優先審査・早期保険収載　・医療機器の適正評価　　・治験環境整備

　医療機器のアフターケア

　の充実

　　①メンテナンスに関する法的

　　仕組みの導入

　　②安全確保と開発へのフィー

　　ドバック

Ⅲ　医療機器開発に対する「風土」「マインド」の変革

　①材料供給に関するＰＬ免除　　②医療機器の有用性広報　


